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１５２ 《聖ペテロと教皇アレキサンデル６世とペーザロ司

教》―《人生の三世代》との類似性についてー 

          ２０２６ 

           真鍋友範 

 

 

《聖ペテロ、教皇アレキサンドル 6世とヤコポ・ペーザロ司教》 １５０３−１２ ティツィ

アーノ  

アントワープ王立美術館 ベルギー 

 

１ 作品紹介 

本作の制作経緯について、ウィキペディア２０２６から引用する。 
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ヴェネツィアは 1499年から 1503年の第二次オスマン＝ヴェネツィア戦争に

おいて、オスマン帝国の提督ケマル・レイス（英語版）の前に、1499年のゾンキ

オの海戦（英語版）と 1500年のモドンの海戦（英語版）という大きな海戦でいずれ

も敗北していた。しかし 1502 年 6月のサンタ・マウラの海戦では、ヴェネツ

ィアはオスマン帝国に対してサンタ・マウラ島の奪還につながる稀有な勝利を

収めた。この海戦で司令官を務めたのがパフォス司教ヤコポ・ペーザロであっ

た。彼はローマ教皇アレクサンデル 6世によって、パフォス司教と[1][9][10]、教

皇特使（英語版）、教皇艦隊の司令官に任命された[11]。またヴェネツィア艦隊の

指揮官はヤコポの従兄弟ベネデット・ペーザロ（英語版）であった[12][13]。絵画は

ペーザロ司教によって発注されたが、宗教的外観を備えているにもかかわらず

教会を対象としたものではなく、海戦に勝利した記念であり、教皇アレクサン

ドル 6世の後援に対する感謝のしるしであった[5]。（ウィキペディア日本版２０２

６からの引用） 

  本作について、今回は異なる視点から考察する。 

 

２ ジョルジョーネ作品との近似性 

 まず、この作品の制作時期であるが、ジョルジョーネの活動期から、没後数

年後までの期間（１５０３−１２）であることに気付かされる。この期間、テ

ィツィアーノは、ジョルジョーネとともに工房での制作活動に従事していたの

なら、当然ジョルジョーネの表現から受けた影響が多大であったことは想像に

難くない。 

 

 例えば、聖ペテロの頭部の表現に着目すると、この部分が、他の人物に比べ

て、異常に暗く不鮮明に表現されていることに気付く。 

 この表現は、ジョルジョーネが当時描いていた一連の追悼画に於ける、亡く

なった追悼者の描き方に近い。聖ペテロを描くにあたり、他 2名とは生きてい

る時代が異なることを、さりげなく暗く不鮮明な表現にしている点である。 

 この表現は、ジョルジョーネが描いた作品《嵐》、《 羊飼の巡礼》、《田

園の合奏》などでの個人の描き方と共通している。 

 

３ ジョルジョーネのティツィアーノ作品への影響 

  また、この作品の構図構成を観察すると、これもまたジョルジョーネが、

生前に完成することのなかった作品《人世の三世代》に近似している。 

file://///ja.wikipedia.org/wiki/第二次オスマン＝ヴェネツィア戦争
file://///ja.wikipedia.org/wiki/オスマン帝国
file://///ja.wikipedia.org/wiki/ケマル・レイス%253faction=edit&redlink=1
https://en.wikipedia.org/wiki/Kemal%20Reis
file://///ja.wikipedia.org/wiki/ゾンキオの海戦%253faction=edit&redlink=1
file://///ja.wikipedia.org/wiki/ゾンキオの海戦%253faction=edit&redlink=1
https://en.wikipedia.org/wiki/Battle%20of%20Zonchio
file://///ja.wikipedia.org/wiki/モドンの海戦%253faction=edit&redlink=1
https://en.wikipedia.org/wiki/Battle%20of%20Modon
file://///ja.wikipedia.org/wiki/ヴェネツィア
file://///ja.wikipedia.org/wiki/ヴェネツィア
file://///ja.wikipedia.org/wiki/レフカダ島
file://///ja.wikipedia.org/wiki/ローマ教皇
file://///ja.wikipedia.org/wiki/アレクサンデル6世_(ローマ教皇)
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E8%81%96%E3%83%9A%E3%83%86%E3%83%AD%E3%81%A8%E6%95%99%E7%9A%87%E3%82%A2%E3%83%AC%E3%82%AF%E3%82%B5%E3%83%B3%E3%83%87%E3%83%AB6%E4%B8%96%E3%80%81%E3%83%9A%E3%83%BC%E3%82%B6%E3%83%AD%E5%8F%B8%E6%95%99#cite_note-H217-1
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E8%81%96%E3%83%9A%E3%83%86%E3%83%AD%E3%81%A8%E6%95%99%E7%9A%87%E3%82%A2%E3%83%AC%E3%82%AF%E3%82%B5%E3%83%B3%E3%83%87%E3%83%AB6%E4%B8%96%E3%80%81%E3%83%9A%E3%83%BC%E3%82%B6%E3%83%AD%E5%8F%B8%E6%95%99#cite_note-H62-9
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E8%81%96%E3%83%9A%E3%83%86%E3%83%AD%E3%81%A8%E6%95%99%E7%9A%87%E3%82%A2%E3%83%AC%E3%82%AF%E3%82%B5%E3%83%B3%E3%83%87%E3%83%AB6%E4%B8%96%E3%80%81%E3%83%9A%E3%83%BC%E3%82%B6%E3%83%AD%E5%8F%B8%E6%95%99#cite_note-J78-10
file://///ja.wikipedia.org/wiki/教皇特使%253faction=edit&redlink=1
file://///ja.wikipedia.org/wiki/教皇特使%253faction=edit&redlink=1
https://en.wikipedia.org/wiki/Papal%20legate
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E8%81%96%E3%83%9A%E3%83%86%E3%83%AD%E3%81%A8%E6%95%99%E7%9A%87%E3%82%A2%E3%83%AC%E3%82%AF%E3%82%B5%E3%83%B3%E3%83%87%E3%83%AB6%E4%B8%96%E3%80%81%E3%83%9A%E3%83%BC%E3%82%B6%E3%83%AD%E5%8F%B8%E6%95%99#cite_note-11
file://///ja.wikipedia.org/wiki/ベネデット・ペーザロ%253faction=edit&redlink=1
https://en.wikipedia.org/wiki/Benedetto%20Pesaro
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E8%81%96%E3%83%9A%E3%83%86%E3%83%AD%E3%81%A8%E6%95%99%E7%9A%87%E3%82%A2%E3%83%AC%E3%82%AF%E3%82%B5%E3%83%B3%E3%83%87%E3%83%AB6%E4%B8%96%E3%80%81%E3%83%9A%E3%83%BC%E3%82%B6%E3%83%AD%E5%8F%B8%E6%95%99#cite_note-12
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E8%81%96%E3%83%9A%E3%83%86%E3%83%AD%E3%81%A8%E6%95%99%E7%9A%87%E3%82%A2%E3%83%AC%E3%82%AF%E3%82%B5%E3%83%B3%E3%83%87%E3%83%AB6%E4%B8%96%E3%80%81%E3%83%9A%E3%83%BC%E3%82%B6%E3%83%AD%E5%8F%B8%E6%95%99#cite_note-13
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E8%81%96%E3%83%9A%E3%83%86%E3%83%AD%E3%81%A8%E6%95%99%E7%9A%87%E3%82%A2%E3%83%AC%E3%82%AF%E3%82%B5%E3%83%B3%E3%83%87%E3%83%AB6%E4%B8%96%E3%80%81%E3%83%9A%E3%83%BC%E3%82%B6%E3%83%AD%E5%8F%B8%E6%95%99#cite_note-VK-5


 3 

 つまり、教皇が、ふたりの人物の仲介者である点が同じなのだ。 

 

 《聖ペテロ、教皇アレキサンドル 6世とヤコポ・ペーザロ司教》では、聖ペ

テロとヤコポ・ペーザロを、聖ペテロが仲介している構図である。 

 

 一方の《人生の三世代》では、ティツィアーノの加筆により、晩年の教皇レ

オ 10 世として描き直された人物が、イエスが若いメディチ家の次代の教皇候

補である後のクレメンス７世に対し教導する姿を見て通して、音楽を通して聖

書の教えを伝えるクレメンス 7 世とイエスの仲介者としてのレオ 10世の功績

を誇示する内容となっている。 

 

 つまり、ティツィアーノ作品《聖ペテロ、教皇アレキサンドル 6世とヤコ

ポ・ペーザロ司教》は、ジョルジョーネが描き、ティツィアーノが最終完成さ

せたと考えられる《人生の三世代》という作品の、真の題名は別にあることを

暗示する作品であると位置付けられるのだ。 

 

《人生の三世代》は、題名を再考察する余地があるではないだろうか。 

 

 

＊《人生の三世代》１５０３−１２ ジョルジョーネ  

ピッティ宮美術館 フィレンツェ 
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